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No. 36 1991 

電気化学検出器を用いるカテコールアミン類のHPLC*

高井信治料，海老沢麻子，井地まゆみ，佐久間一郎材申，篠塚則子＊＊，永田佳子，松島美一

電気化学検出器を用いる高速液体クロマトグラフィーは高感度，高選択性の分析法として有望

視され，開発が急がれている。著者らの開発した装置によりフェノール性OH基をもっ 12種類

の医薬品の検出を試みた。アセトアミノフェン， L－塩酸イソプレテレノール，塩酸エチレプリン，

塩酸フェニレプリン，メチルドパ，硫酸サルブタモール，硫酸テルブタリンの 7種を高感度，

再現性よく検出した。カラム充填剤に MPG-CSを用いるとカテコールアミン類を短時間で検出

できたD 作用電極として金電極が選択性電極として使用できる可能性を示した。

竃気化学検出器は将来バッテリーで作動させ，小型軽量化し，ベットサイド分析が可能となる

ことを示唆した。

ホ本報告はJ.Life Support Technol., 3, 88-93 (1991）に発表
料東京大学生産技術研究所
車場＊ 東京電機大学
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